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第 1 章 研究背景 

 

1.1 はじめに 

職場におけるストレスや，それによるメンタルヘルスの問題は，企業の抱える最も大き

な問題の一つである。丸本・野村・森本・嶋田(2015)によれば，これまでの職場における

ストレスマネジメントは，従業員の健康保持増進と予防的観点から実施され，ある一定の

効果が報告されてきた。その一方で，実際はメンタルヘルスの不調を訴える従業員が増加

または高止まりした状況が続いていて（日本生産性本部,2021），従来のストレスマネジメ

ントが必ずしも有効に機能していないことも考えられる。 

 

1.2 職位による差異 

心理学的立場からの職場ストレス研究において，職位により自覚するストレッサーが異

なることが明らかになっている。小杉・大塚(2000)の調査結果では，管理職者は業務量過

多，時間的切迫などの量的な慢性型職場ストレッサーを多く自覚している反面，非管理職

者は，役割不明瞭，裁量権不足などの質的な慢性型職場ストレッサーを自覚しやすいこと

が示されている。 

 

1.3 中小企業経営者のストレス 

経営者の自覚するストレッサーも，他職位のストレッサーと異なることが明らかになっ

ている。佐野・田中(2012)や Buttner(1992)の研究では，中小企業経営者は量的・質的に

高いストレッサーを感じていることや，役割過負荷により高いストレスとなることが示さ

れている。また，警察庁(2021)によると，日本の年間自殺者総数のうち自営業者の自殺者

数は約 1 割を占める｡ 

 

1.4 中小企業経営者の精神症状が周囲に及ぼす影響と調査の現状 

金子・尾久・トレス・亀井(2011)によると、経営者のメンタルヘルスは会社の業績や従

業員に大きな影響を及ぼし，Johnson(1995)は，経営者がメンタルヘルスを維持していく

ことは，維持事業を効率的に継続するためには不可欠であると述べている。 

しかし，職場メンタルヘルスに関する日本の取り組みのいずれも対象者は一貫して労働

者となっており，中小企業のメンタルヘルスに関する調査でも，経営者は対象には含まれ

ていない(石埜他，2009)。経営者を対象とする研究も少ないことから，本研究を行う。 

 

第 2 章 目的と意義 

2.1 目的 

本研究では経営者の精神的健康，職場ストレッサー，ストレスコーピングを質問紙を用

いて調査し，各尺度間の関連を明らかにする。加えて，管理職者，一般職との比較検討を

行う。 

 

2.2 意義 

 本調査により，中小企業経営者の精神的健康状態と特有のストレッサー，日常で行って
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いるストレスコーピングの特徴を明らかにすることができる。また，それらの関連や他職

位との比較について検討することで，特有のストレスを持つ中小企業経営者に有効なアプ

ローチを考案することが可能となる。 

 

第 3 章 方法 

Web 調査会社に調査を委託した。調査対象者は，20 歳〜69 歳の経営者 200 名，管理職者，

正規労働者 200 名の 600 名であった。内訳は経営者 200 名(男性 188 名，女性 12 名，平均

年齢 58.2歳，SD=6.71)，管理職者 200名(男性 196名，女性 4名，平均年齢 54.3歳，SD=6.84)，

正規労働者 200 名(男性 130 名，女性 70 名，平均年齢 47.2 歳，SD=9.65)，非正規労働者

200 名(男性 119 名，女性 81 名，平均年齢 53.8 歳，SD=11.08)であった。 

調査は，桜美林大学研究倫理委員会の承諾後，2020 年 10 月下旬に実施した。調査票は，

(1)フェイスシート（性別・年齢・職業・在籍年数・週の労働時・企業規模など），(2)職業

性ストレス簡易調査票（下光，2005 による職場のストレス要因を示す 9 尺度 17 項目，上

司・同僚，家族・友人からの社会的支援を示す 2 尺度 6 項目），(3)K6（抑うつ，不安など

の症状を示す 6 項目，古川・大野・宇田,2003）,(4)コーピング特性簡易尺度(影山他,2004

による 6 尺度 18 項目)で構成された。 

分析方法は，(1)ストレッサー尺度，サポート尺度，コーピング尺度，K6 尺度の平均値

に関する属性別比較について，職位を説明変数（独立変数），年齢を共変量とする共分散分

析(ANCOVA)によって行った。(2)各尺度間の相関係数を属性別に算出し，比較した。最終的

には，精神健康状態を目的変数とする重回帰分析を行い，諸要因の関連性を検討した。 

 

第 4 章 結果 

職位間の比較の結果，経営者は「対人関係」の負担が低く，「コントロール」，「技能の

活用」，「仕事の適性度」，「働きがい」，「上司・同僚や家族・友人のサポート」の得点が高

かった。コーピングは「積極的問題解決」，「視点の転換」，「問題解決のための相談」の得

点が高かった。経営者の K6 を基準変数とするステップワイズ法による重回帰分析の結果，

「他者を巻き込んだ情動発散(+)」，「問題解決のための相談(-)」，「心理的な仕事の量的負

担(+)」，「回避と抑制(+)」，「家族・友人からのサポート(-)」の順に変数が投入され，有意

な偏回帰係数を示した（括弧内の符号はβの向き）。 

 

第 5 章 考察 

本研究においてストレッサーでは経営者は量的なストレッサーを自覚しておらず，権限

や裁量権を持っており，働きがいを感じることができている傾向にあった。コーピングで

は，問題に対して積極的に解決を行い，多角的な視点で問題を捉えるなど，適応的なコー

ピング方略を採択することができているという結果となった。そのため，経営者はストレッ

サー，コーピング共に望ましい対処ができているといえるだろう。経営者が精神症状(K6)

を健康に保つためには，仕事を忙しくしすぎず，職場以外に相談できる相手がいることが

大切であり，ストレスを感じた時には他者に愚痴を言う等，問題から目をそらすようなコー

ピングではなく，他者に相談するなど積極的な問題解決が有効であることが示唆された。
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